
　三内丸山遺跡（青森県）･吉野ヶ里遺跡（佐賀県）･
仁徳陵古墳（大阪府）･平城京（奈良県）…、教科書に
出てくる日本の各時代を代表する遺跡。気候や風土の
異なる我が栃木では同時代にどんな文化が育まれて
いたでしょう。同じ時代の栃木の遺跡を比較して、同じ
ところや異なるところを埋蔵文化財センター職員がわかり
やすく解説します。

10：00～12：00

栃木県総合文化センター　第一会議室

とちぎ生涯学習文化財団埋蔵文化財センター
整理第一担当　主査　片根　義幸

とちぎ生涯学習文化財団埋蔵文化財センター
整理第一担当　主査　今平　昌子

とちぎ生涯学習文化財団埋蔵文化財センター
整理第二担当　係長　進藤　敏雄

とちぎ生涯学習文化財団埋蔵文化財センター
調査第一担当　部長補佐　中山　　晋

第１回　1月 8 日土　三内丸山遺跡と栃木の縄文遺跡

第２回　1月22日土　吉野ヶ里遺跡と栃木の弥生時代

第３回　1月29日土　「仁徳陵古墳」と栃木の古墳

第４回　2月５日土　平城京と下野の国

マロニエ文化学びのひろば　考古学セミナー　 ～とちぎ県民カレッジ連携講座～

各回100名

開催時間

プログラム

会　　場

受講回数

募集定員 受  講  料

セミナーは全4回開催いたしますが、1回のみの
受講でも受け付けます。

※応募方法については裏面をご覧ください。

主催 ㈶とちぎ生涯学習文化財団
㈶とちぎ生涯学習文化財団 総務企画課
☎028－643－1011（平日9：00～17：00）

教科書の教科書の
遺 跡 と遺 跡 と　
栃木の遺跡栃木の遺跡

無料

お問合せ



（Ｑ１）お住まい

（Ｑ２）応募した動機についてお答えください。（複数回答可）

（Ｑ３）１講座あたりの回数（回）についてお答えください。

（Ｑ４）講座全体を通しての満足度についてお答えください。

〈御意見〉

○興味深い内容で、大変勉強になりました。

○豊富な写真と詳細な説明をありがとうございました。具体的説明は分かり易かった。

○講師の進め方に時間不足を感じる。１講義当たりの時間が３～４時間欲しい。

○月１回で、１年間催して欲しい。

○開催時期をもう少し暖かい時期に。開始時間を午後にして欲しい。

考え方など考古学を少し飛び越えて解説して欲しい。

○来年度「考古学セミナー」で実施してほしいテーマ

・日本とアジアの関係　・幾内文化（古墳文化）と「しもつけ」との関係　・栃木と群馬の関係　・下野と那須の関係

・全国の発掘状況（時代別等）　・栃木の遺跡を県南、県央、県北で比較　・都の変遷　・「東山道」について

・考古学入門（年代測定の技法、実際の事例等）　・遺跡の発掘現場での体験談　・「人物埴輪」　・「下野古墳群」

・「寺野東遺跡」　・古墳から下野氏族を追う　・発掘された下野の中世（城郭、集落）

○とても楽しませていただきましたが、内容の要点が多岐に渡っていて、細かな事が分からなかったのが残念。

○遺物や住居等が紹介されたが、それらが出来た背景や他国との関係が明確でない。当時の人間の生活や
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平成２２年度生涯学習セミナー「マロニエ文化学びのひろば」

第１～４回　受講者数　１４１名　回答者数　８３名　回答率　５８．９％

考古学セミナー「教科書の遺跡と栃木の遺跡」　アンケート結果より
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